
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラグジュエルカラー  基本使用方法 

 

ドライ・仕上げ 
 

 

 

 

 

 

 

  アフターシャンプー 

  トリートメント 
 

 

 

 

 

 

 

 乳化・お流し 
 

 

 

 

 

 

 

 

 放置タイム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬剤塗布 

 

 

 

 

 

 

 

薬剤調合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髪をウェットにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毛髪診断・ 

カウンセリング 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラグジュエルカラーをパウダ
ー：お湯で１：８で希釈 
なめらかなクリーム状になる
までしっかり混ぜます。 
 
パウダー使用量 
ショート１５ｇ（お湯１２０ｇ） 
ミディアム２０ｇ（お湯１６０ｇ） 
ロング２５ｇ（お湯２００ｇ） 

シャンプー台で毛髪をウエット状態に
します。（必要ならば軽くプレシャンプ
ーをお願いします） 
 
ノンアルカリヘアカラーのため、毛髪
をウエット状態にすることで髪を膨潤
させ、キューティクルを開けて薬剤を
浸透しやすくします。 
またパウダーのなじみが良くなり塗布
しやすくなります。 
 

ラップをして３０分間自然放置します。 
 
必要に応じてペーパーなどの使用をお
願いします。 
 
放置タイムが終わりましたらチェックし
ます 

シャンプー台にお湯をためて頭皮
のもみ込み乳化を行います。 
乳化をきちんと行うことで地肌への
色残りを防ぎます。 
 
その後色が出なくなるまでしっかり
とお流しします 
。 

ドライして仕上げます。 
 
染毛後の数日間はシャンプー時や
汗によって色が付くことがございま
す。 
バスタオル・枕カバー・衣類への色
移りにご注意ください。 
入浴後など必ず乾かしてください。 

２回シャンプーをした後 
トリートメントをします。 
 
色持ちや手触り感を持続
し髪を補修するためにトリ
ートメントは「泥のトリスパシ
ュラム」がオススメです。 

毛髪の状態をしっかり確認し、お客様
のご希望に合う薬剤を選定します。 
地肌に残りやすい方は保護クリーム
等の使用をお願いします。 
 
かぶれたことのある方は使用しないで
ください。 
パッチテストをお願いします。 
 

トップから塗布していきます。 
白髪の多い部分や染まりにくい部
分は塗布量を多くお願いします。 
 
お湯：パウダー＝１：８が基本です
が好みに合わせてお湯の量を調整
していただくことも可能です。 


